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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　申
し
上
げ
ま
す

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
社
会
を
考
え
る

青森県民主医療機関連合会青森県民主医療機関連合会

会 長  田代　実会 長  田代　実
「
元
々
ギ
リ
ギ
リ
で
生
活
し
て
い
た
人
々
が
多
く
、

新
型
コ
ロ
ナ
を
契
機
に
そ
れ
が
一
気
に
顕
在
化
し

た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
日
本
の
住
居
保

障
や
、
雇
用
・
労
働
政
策
の
脆
弱
性
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
教
授
の
山
本
太
郎

氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
（『
世
界
』

２
０
２
０
年
７
号
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
未
来
を

選
択
す
る
」）。

　「
な
ぜ
、
あ
る
感
染
症
が
流
行
す
る
の
か
。
こ

れ
ま
で
私
た
ち
研
究
者
は
、
そ
の
原
因
を
一
生
懸

命
に
考
え
て
き
た
。
し
か
し
、
ど
う
や
ら
そ
の
考

え
は
違
う
。
む
し
ろ
逆
で
は
な
い
か
と
。
流
行
す

る
病
原
体
を
選
び
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
性
格
づ
け

る
の
は
、
大
き
く
『
社
会
の
あ
り
方
』
で
は
な
い

か
と
。
ヒ
ト
の
行
き
来
に
よ
り
格
段
に
狭
く
な
っ

た
世
界
。
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
熱
帯
雨

林
の
開
発
や
地
球
温
暖
化
。
そ
れ
ら
が
相
ま
っ
て
、

野
生
動
物
の
生
息
域
が
縮
小
し
、
ヒ
ト
と
野
生
動

物
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
。
野
生
動
物
と
共
存
し
て

い
た
ウ
イ
ル
ス
は
調
和
を
乱
さ
れ
、
行
く
場
所
を

求
め
て
ヒ
ト
社
会
に
入
り
込
ん
で
く
る
。
新
興
感

染
症
が
頻
繁
に
発
生
す
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。

加
え
て
、
増
加
し
た
人
口
、
都
市
へ
の
密
集
、
世
界

の
隅
々
ま
で
発
達
し
た
交
通
網
が
感
染
拡
大
の
原

動
力
と
な
る
。
現
代
社
会
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
〝
出

現
〞
と
〝
拡
散
〞
の
双
方
に
と
っ
て
『
格
好
』
な

条
件
を
用
意
す
る
。」（
続
け
て
、）「
感
染
症
は
社

会
の
あ
り
方
が
そ
の
様
相
を
規
定
し
、
流
行
し
た

感
染
症
は
時
に
社
会
変
革
の
先
駆
け
と
な
る
。
そ

「
元
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。

加
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、
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の
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で
発
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感
染
拡
大
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原

動
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な
る
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現
代
社
会
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
〝
出

現
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散
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の
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に
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格
好
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な

条
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す
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け
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感
染
症
は
社

会
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あ
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方
が
そ
の
様
相
を
規
定
し
、
流
行
し
た

感
染
症
は
時
に
社
会
変
革
の
先
駆
け
と
な
る
。
そ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
世
界
を
覆
い
、
世
界
全
体
で

８
０
０
０
万
人
超
、
日
本
で
22
万
人
超
、
青
森

県
で
も
４
２
８
人
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
（
12
月
27
日
時
点
）。
県
連
加
盟
事
業
所
で

も
職
員
や
利
用
者
の
感
染
例
が
あ
り
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
の
事
業
所
で
も
施
設
内
二
次
感
染

を
生
じ
る
こ
と
な
く
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
経
過

し
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
職
員
の
皆
さ
ん
の

奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、「
社
会
の
あ
り

方
」
を
問
う
も
の
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

１
月
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
失
業
者
は
、
東
北

全
体
で
６
８
７
７
人
、
県
内
で
は
１
４
３
０
人

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
実
数
は
さ
ら
に
上
回
る
）。

こ
の
よ
う
な
中
、
生
活
困
窮
者
が
増
加
し
、
困

窮
者
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
か
ら
は
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ま
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１
月
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ら
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日
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で
の
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は
、
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人
、
県
内
で
は
１
４
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人

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
実
数
は
さ
ら
に
上
回
る
）。

こ
の
よ
う
な
中
、
生
活
困
窮
者
が
増
加
し
、
困

窮
者
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
か
ら
は

う
し
た
意
味
で
、
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は

き
わ
め
て
社
会
的
な
も
の
と
な
る
。パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
後
に
時
と
し
て
出
現
す
る
新
た
な
社
会
は
、

独
立
し
た
事
象
と
し
て
現
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

歴
史
の
流
れ
の
中
で
起
こ
る
変
化
を
加
速
す
る

か
た
ち
で
表
出
す
る
。
問
題
は
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
社
会
か
。
国
民
国
家
か
ら
そ
れ
を
超
え

た
国
際
的
な
連
帯
へ
の
転
換
点
と
な
る
の
か
。

あ
る
い
は
監
視
的
分
断
社
会
の
訪
れ
の
始
ま
り

に
な
る
の
か
。
社
会
が
ど
う
あ
る
か
、
ど
う
変

わ
っ
て
い
く
か
、
ど
う
い
う
希
望
の
も
と
に
あ

る
べ
き
か
、
と
い
う
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心

の
中
に
し
か
な
い
。
そ
れ
が
合
わ
さ
っ
て
未
来

へ
の
希
望
に
つ
な
が
る
。
言
葉
を
変
え
て
い
え

ば
、
選
択
可
能
な
未
来
は
私
た
ち
の
中
に
し
か

な
い
、
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。」

　
私
は
、
昨
年
の
年
頭
あ
い
さ
つ
で
「
新
自
由

主
義
を
乗
り
越
え
る
時
代
へ
」
と
書
き
ま
し
た
。

日
本
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
大
流
行
を
経
験

す
る
中
で
、
医
療
・
保
健
分
野
に
新
自
由
主
義

が
も
た
ら
し
た
も
の
の
弊
害
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
（
保
健
所
機
能
の
低
下
、
感
染
症
病

床
の
削
減
、
医
療
提
供
体
制
の
削
減
、
等
々
）。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
社
会
を
展
望
す
る
と
き
、

新
自
由
主
義
の
克
服
に
加
え
て
、
次
の
社
会
の

要
素
と
し
て
、
無
差
別
・
平
等
、
公
正
、
人
権

保
障
な
ど
が
そ
の
基
軸
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
よ
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な
こ
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に
関
す
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思
索
も
、
職
員
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で
深
め
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ょ
う
。
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い
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第44回全日本民医連総会方針学習

月 間 推 進 委 員 会 ま と め
　新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
私
た
ち
青
森
民
医
連
理
事
会
は
全
日
本
の
方
針

に
基
づ
き
、
二
〇
二
〇
年
四
月
二
日
県
連
理
事
会
に
て「
学
習
月
間
の

目
標
・
体
制
・
進
め
方
」を
確
認
し
、
四
月
十
四
日
の
県
連
月
間
推
進

委
員
会
事
務
局
会
議
か
ら
始
動
し
ま
し
た
。

　
第
四
十
四
回
総
会
方
針
が
こ
の
激

動
の
時
代
を
切
り
開
く
明
確
な
羅
針

盤
と
な
り
、
全
て
の
職
員
が
総
会
方

針
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
学

習
月
間
を
す
す
め
ま
し
た
。
３
密
を

避
け
て
感
染
予
防
を
徹
底
し
、
そ
の

た
め
極
め
て
小
集
団
で
の
学
習
か
個

人
学
習
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
各
法
人
・
事
業
所
で
は
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
、
一
人
一
人
の
職
員
が

総
会
方
針
を
学
習
し
実
践
す
る
こ
と

が
、
困
難
な
今
と
い
う
時
代
を
切
り

開
く
力
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
、
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
特
徴
点
と
し
て
は
、『
多
く
の
職

員
に
民
医
連
運
動
へ
の
確
信
と
共
感

が
広
が
っ
た
』こ
と
で
す
。
と
り
わ

け
職
責
者
が
、
自
ら
の
職
場
の
方
針

と
総
会
方
針
を
重
ね
合
わ
せ
た
こ
と

で
確
信
を
深
め
た
こ
と
で
す
。
提
出

さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
、「
無
差
別
・
平
等
」、「
無
低
診
」、

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」、「
Ｓ
Ｄ
Ｈ
」、「
多

職
種
協
働
」、「
組
合
員
」、「
共
同
組

織
」の
ほ
か
、「
民
医
連
綱
領
」、「
経

営
を
守
る
」、「
憲
法
ま
も
れ
」、「
核

兵
器
禁
止
条
約
」や「
世
界
環
境
」

な
ど
、
総
会
方
針
を
よ
く
学
び
、
確

信
に
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

し
た
。
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学
習
会
等
の
集
計
も
実
数
で
学
習
度

合
い
を
は
か
れ
な
か
っ
た
等
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反
省

も
あ
り
今
後
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
習
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昨
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九
月
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し
ま
し
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が
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四
十
四
期
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あ
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一

年
と
数
か
月
を
残
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
各
職
場
教
育
に
お
い
て
継

続
的
に『
民
医
連
綱
領
』『
健
康
権
』

『
Ｈ
Ｐ
Ｈ
』そ
し
て『
憲
法
』な
ど
民

医
連
と
し
て
必
要
な
学
習
を
今
後
も

強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
総
会
方
針
学
習
月
間
推
進
委
員
会

／
委
員
長
　
佐
藤
真
人
）



　動
画
で
は
、〝
サ
リ
ド
マ
イ
ド
の
特

徴
〞
や
〝
な
ぜ
薬
害
が
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
〞
な
ど
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
サ

リ
ド
マ
イ
ド
が
「
妊
婦
に
安
全
な
睡

眠
薬
・
胃
腸
薬
」
と
し
て
売
ら
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
、
外
国
に
比
べ
て
日

本
で
は
薬
害
発
生
へ
の
対
応
が
遅
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
被
害
を
拡
大

さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

被
害
者
と
そ
の
家
族
の
方
々
は
、
日

常
生
活
に
苦
難
を
強
い
ら
れ
て
い
る

と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際

に
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
の
被
害
に
あ

わ
れ
た
佐
藤
嗣
道
氏
の
言
葉
は
と
て

も
重
く
感
じ
、
二
度
と
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
っ
て
は
い
け
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き
起

こ
し
、
世
界
中
で
治
療
薬
や
予
防
薬

の
開
発
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
過
去

の
過
ち
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
、
安
全
性
を
し
っ
か
り
と
確
認
し

た
上
で
治
療
薬
・
予
防
薬
の
承
認
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
フ
ァ
ル
マ
弘
前
薬
局
／
奈
良
美
春
）

2

　十
一
月
四
日（
水
）、
フ
ァ

ル
マ
弘
前
薬
局
で
薬
害
根
絶

デ
ー
動
画
学
習
会
が
行
わ

れ
、
講
師
の
佐
藤
嗣
道
氏
に

よ
る「
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
」

に
つ
い
て
の
動
画
を
視
聴
し

ま
し
た
。

～サリドマイド薬害について～
薬害根絶デー動画学習会薬害根絶デー動画学習会

　昨年は年頭時点では全く予想してなかった、新型コ
ロナウイルス感染のパンデミックがおこり、健生病院
の医療活動も大きな影響を受けました。2020年４月
６日にCOVID-19対策本部を設置し、職員とその家
族、患者・同僚を感染から守ることを重点として、感
染対策に取り組み始めました。当院の地域における最
も重要な役割は、２次急性期医療の提供を中心とした通
常診療を維持することであり、そのためにCOVID-19
対策を位置づけてきました。
　10月以降、弘前市内でのクラスター発生に伴い、院
内に対応チームを立ち上げCOVID-19患者受入れ病
棟を設置しました。入院状況は、10月には10人以上
でしたが、その後は数人以下で推移しています。10月
15日には発熱外来を開始すると同時に、PCR検査態

勢を急遽構築しました。発熱外来は現在まで継続し、
PCR陽性患者のトリアージを含めた診療を継続してい
ます。PCR検査は一日最大118件、累計1000件を超
えて実施しており、各部門の職員の力を総動員する形
で実施し地域の中でも中心的な役割を果たしました。
　ERでは、有症状の感染疑い患者も含めた２次救急患
者の受け入れを、感染拡大への対応とともに実施して
きました。受診者の誰が感染しているか分からない状

況での診療となり、院内感
染を防ぐために地域の医療
機関とも連携しながら困難
な中診療を継続しています。
　新型コロナウイルス感染
症対応と共に、通常診療を維
持し、何より院内感染を起こ
さずに診療活動を継続するこ
とが出来ました。引き続き十
分な感染対策をとりながら地
域にとって必要な医療提供を
実践していきます。（健生病院
病院長／伊藤真弘）

これまでの
新型コロナウイルス対応を振り返る

組合員さんからの応援メッセージ
12月10日テレビ朝日

『報道ステーション』の取材を受けました

健生病院の様子（12月10日）

健生エリア健生エリア

2021年2021年2021年

応募の詳細は4面（裏面）をご覧下さい。

2021年やりたいこと・行きたいところを教えて下さい

私の三つ星★★★

投稿募集！！

　労務職として入職した2016年、建築分野の資格を持っていた事から、津軽保健
生協で当時建設中だった健生病院の建設事務局に参加させて頂きました。
　が…、入職後間もないため医療関連の知識も乏しく四苦八苦し、医療分野につい
て学習出来るツールが無いか探していた時に、医療経営士という資格を知りました。
　医療の仕組み、関係法令、報酬制度など学習範囲が多岐に渡り、医療経営の全体
像を理解出来たと共に、名刺に「医療経営士」が記載された事で自信も沸き、病院
建設や日々の業務にも役立ちました。
　医療経営士資格の主幹団体が医療関連の書籍販売やセミナーの開催をしており、
雑誌への寄稿や、学会『2019年全国大会』での演題発表の機会を頂き（僭越なが
ら受賞してしまい）、全国の医療関係者との名刺交換、仙台開催のセミナーでの講演、
県内の医療経営士の方々と勉強会開催に向けた交流など、医療業界の人脈生成にも
役立ちました。
　これからの厳しい情勢の中、職種に関係なく一人一人が経営について考える事が
重要となります。興味の有る方はぜひ挑戦してみてください。

（生協さくら病院　事務次長／葛西直哉）

オススメ 「医療経営士」

2020 年春､めごっこ三男が誕生しました｡

当時学校はコロナ禍で臨時休校中｡ そのため長男（中１）が強力な助っ人に !(^^)!

長男に抱っこされるとあら不思議､さっきまでぐずっていてもご機嫌に｡

お兄ちゃんたちの愛情をたっぷり受けすくすく育ち､今はなんでも口にするので目が離せません｡

（八戸医療生活協同組合　生協訪問看護ステーション虹／柴崎晃子）
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郵送する場合は事業所の封筒や切手の利用はご遠慮下さい。

下の応募用紙を切り取り、必要事項を記入して定期便又は封書・FAXで青森県民医連青森事務所まで
お送り下さい。抽選の結果は 3月号（3/15 発行予定）に掲載いたします。

機関紙「あおもり民医連」

大サー
ビス！

日頃 のご 愛 読・ご 協 力 に 感 謝して

事業所名
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第44回全日本民医連総会方針学習

月 間 推 進 委 員 会 ま と め
　新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
私
た
ち
青
森
民
医
連
理
事
会
は
全
日
本
の
方
針

に
基
づ
き
、
二
〇
二
〇
年
四
月
二
日
県
連
理
事
会
に
て「
学
習
月
間
の

目
標
・
体
制
・
進
め
方
」を
確
認
し
、
四
月
十
四
日
の
県
連
月
間
推
進

委
員
会
事
務
局
会
議
か
ら
始
動
し
ま
し
た
。

　
第
四
十
四
回
総
会
方
針
が
こ
の
激

動
の
時
代
を
切
り
開
く
明
確
な
羅
針

盤
と
な
り
、
全
て
の
職
員
が
総
会
方

針
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
学

習
月
間
を
す
す
め
ま
し
た
。
３
密
を

避
け
て
感
染
予
防
を
徹
底
し
、
そ
の

た
め
極
め
て
小
集
団
で
の
学
習
か
個

人
学
習
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
各
法
人
・
事
業
所
で
は
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
、
一
人
一
人
の
職
員
が

総
会
方
針
を
学
習
し
実
践
す
る
こ
と

が
、
困
難
な
今
と
い
う
時
代
を
切
り

開
く
力
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
、
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
特
徴
点
と
し
て
は
、『
多
く
の
職

員
に
民
医
連
運
動
へ
の
確
信
と
共
感

が
広
が
っ
た
』こ
と
で
す
。
と
り
わ

け
職
責
者
が
、
自
ら
の
職
場
の
方
針

と
総
会
方
針
を
重
ね
合
わ
せ
た
こ
と

で
確
信
を
深
め
た
こ
と
で
す
。
提
出

さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
、「
無
差
別
・
平
等
」、「
無
低
診
」、

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」、「
Ｓ
Ｄ
Ｈ
」、「
多

職
種
協
働
」、「
組
合
員
」、「
共
同
組

織
」の
ほ
か
、「
民
医
連
綱
領
」、「
経

営
を
守
る
」、「
憲
法
ま
も
れ
」、「
核

兵
器
禁
止
条
約
」や「
世
界
環
境
」

な
ど
、
総
会
方
針
を
よ
く
学
び
、
確

信
に
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
職
責
者
の
読
了

が
八
十
％
に
届
か
な
か
っ
た
こ
と
や

学
習
会
等
の
集
計
も
実
数
で
学
習
度

合
い
を
は
か
れ
な
か
っ
た
等
、
反
省

も
あ
り
今
後
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
習
月
間
は
昨
年
の
九
月
で
終
了

し
ま
し
た
が
、
四
十
四
期
は
あ
と
一

年
と
数
か
月
を
残
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
各
職
場
教
育
に
お
い
て
継

続
的
に『
民
医
連
綱
領
』『
健
康
権
』

『
Ｈ
Ｐ
Ｈ
』そ
し
て『
憲
法
』な
ど
民

医
連
と
し
て
必
要
な
学
習
を
今
後
も

強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
総
会
方
針
学
習
月
間
推
進
委
員
会

／
委
員
長
　
佐
藤
真
人
）


